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1/100秒  クロノグラフ 

1/100-SECOND

この度は弊社製品をお買い上げいただき、 
誠にありがとうございました。 

ご使用の前にこの説明書をよくお読みの上 
正しくご愛用くださいますよう、お願い申し上げます。 
なお、この説明書はお手元に保管し必要に応じてご覧ください。 

※ お買い求めの際の金属バンドの調整は
お買い上げ店・弊社お客様相談窓口
（裏表紙に記載）にて承っておりますが、
その他のお店では有料もしくはお取扱
いいただけない場合があります。 

※ 保証期間内でも電池交換は 
　 有料となります。 

お買い上げの時計には検査用のモニター
電池が入っています。所定の年数よりも
早めに電池が切れることがあります。 



警告 

時計から電池を取り出さないでください 
警  告 

乳幼児の手の届くところに時計本体や部品を置かないでください 
 警  告 

次のような場合、ご使用を中止してください 
○ 時計本体やバンドが腐食等により鋭利になった場合 
○ バンドのピンが飛び出してきた場合 

警  告 

※ すぐに、お買い上げ店・弊社お客様相談窓口（裏表紙に記載）にご相談ください 

取扱いを誤った場合に、重傷を負うなどの重大な 
結果になる危険性が想定されることを示します。 

電池や部品を乳幼児が飲み込んでしまうおそれがあります。  
万一飲み込んだ場合は、身体に害があるため、 
ただちに医師とご相談ください。 
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アフターサービスについて 
保証について 
お手入れについて 
防水性能について 
耐磁性能について（磁気の影響） 
バンドについて 
特殊な中留の使い方について 
使用電池・電池寿命・精度について 
ルミブライトについて 
こんなときには 

特長 
各部の名称 
時刻合わせ・ストップウオッチ針の０位置合わせ 
（基本時計・ストップウオッチ針） 

日付の合わせかた 
ストップウオッチの使いかた 
ストップウオッチのデモンストレーション運針について 
電池交換後のお願い（システムリセット） 
製品仕様 
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注意 

注意 

以下の場所での携帯・保管は避けてください 

○ 揮発性の薬品が発散しているところ（除光液などの化粧品・防虫剤・シンナーなど） 
○ 5℃～35℃から外れる温度に長期間なるところ　○ 高湿度なところ 
○ 磁気や静電気の影響があるところ　○ ホコリの多いところ　○ 強い振動のあるところ 
※ 電池が切れた状態で長時間放置しないでください。電池が漏液するおそれがあります。 

注  意 

その他のご注意 
○ 

○ 

注  意 

アレルギーやかぶれを起こした場合 
ただちに時計の使用をやめ、皮膚科など専門医に相談してください。 注  意 

取扱いを誤った場合に、軽傷を負う危険性や物質的 
損害をこうむることが想定されることを示します。 

提げ時計やペンダント時計のひもや 
チェーンが衣類や手・首などを傷つける
おそれがありますのでご注意ください。 

 
○ 

商品の分解・改造はしないでください。 

乳幼児に時計が触れないように
ご注意ください。ケガやアレルギー
をひき起こすおそれがあります。 
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操　作　に　つ　い　て 
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特長 

この時計は、基本時計とストップウオッチ機能を備えたアナログ時計です。 

●基本時計は、時・分・小秒針で表示します。 
●ストップウオッチは、専用の針（1/100秒、1/10秒、秒、分）で表示する1/100秒単位での計測
が可能な40分計です。 
●スプリット計測が可能です。 
●1/100秒針は、1秒間に10周回る高速運針をします。ストップウオッチは、2時間経過で自動的
にストップします。 
●クロノグラフ分針（40分計）はレトログラード式です。41分になると針が1分の位置に戻り、継
続して計測できます。81分経過時にも針が戻り、120分経過で自動停止します。 

りゅうずをご確認ください 

回る 

回らない 

りゅうずを 
右に回して 
みてください。 
 

通常のりゅうずです。 
そのまま引き出して操作する事ができます。 

りゅうずを左に回してゆるめてください。 

時計を操作する場合 

ゆるめる 

締める 

「ねじロック式 りゅうず」※です 

※ りゅうずが誤って引き出される事を防止するため、時計本体にねじ止めできるりゅうずです。 
　  ○ 時計の操作後は必ずりゅうずを押し付けながら右に回して元通りに締めてください。 
　  ○ りゅうずを締める時、回しにくい場合は元に戻してからやり直してください。 
　  ○ 無理に締めますとねじを壊す恐れがあります。 
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7

各部の名称 

りゅうず 

分針 

時針 

小秒針 

ストップ 
ウオッチ 
分針 

※りゅうずにはネジロック構造を持っているものがあります。 
　　（→「りゅうずをご確認下さい」を参照） 
※以降の説明では、説明に不要な部分の針を省略することがあります。 

ストップウオッチ1/100秒針 ストップウオッチ1/10秒針 

ストップウオッチ秒針 

ボタン 
B

ボタン 
A

２段目 
（時刻合わせ、針位置合わせ） 
１段目（日付合わせ） 
通常位置 
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この時計の時刻合わせ（基本時計）とストップウオッチ針の０位置合わせは、共にりゅうず２段目
位置で行ないます。 
そのため、時刻合わせ等でりゅうずを２段目に引き出した際は、下記の２つの項目を確認または
合わせ直してから、りゅうずを押し込んでください。 
　・基本時計の時刻 
　・ストップウオッチ針の０位置 

時刻合わせ・ストップウオッチ針の０位置合わせ（基本時計・ストップウオッチ針） 

基本時計（時、分、小秒針） 
ストップウオッチ分針 

ストップウオッチ1/10秒針 ストップウオッチ秒針 

ストップウオッチ1/100秒針 

りゅうず 
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●時刻の合わせかた（基本時計） 
 
　①りゅうずを２段目まで引き出してください。小秒針が止まります。小秒針は12
時の位置に止めてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　※ストップウオッチ計測中の場合は、ストップウオッチが強制的にリセットされます。 

小秒計 

りゅうず 

2段目 

12

　③２本の「ストップウオッチ針」の0位置合わせを行
います。 
ボタンAを約2秒押し続けてください。「ストップウオッチ
1/10秒針と1/100秒針」が回ります。ボタンBを押して、スト
ップウオッチ1/10秒針と1/100秒針を両方とも0位置に合わ
せてください。ボタンBを押し続けると、早送りします。 
　※1/10秒針は、1/100秒針に連動して動きます。 
　　1/10秒針と1/100秒針は、0位置で重なります。 

　④ボタンAを約2秒押し続けると、 
　ストップウオッチ秒針が1周回ります。 
ボタンBを押して、ストップウオッチ秒針を「0秒位置」に合わ
せてください。 
ボタンBを押し続けると、早送りします。 

ボタンB

ボタンB

ボタンA

ボタンA

ストップ 
ウオッチ 
秒針 

ストップ 
ウオッチ 
1/10秒針と 
1/100秒針 

　②りゅうずを回して、「基本時計」の時刻を合わせます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　※日付が変わるところが、午前０時です。午前または午後を間違えないように合わせてください。 
　※この時、正確に合わせるために分針を正しい時刻より４～５分進めてから針を戻して合わせてください。 

このとき合わせる時刻は、今から数分後の時刻に合わせることをお勧めします。 
その理由は、この後「ストップウオッチ針の０位置の合わせ」を行なうためです。 
すべての合わせが終わってから、リュウズを押し込むことになるので、数分先の時刻に合わせて
おく必要があります。 

2段目 
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13

　⑤ボタンAを約2秒押し続けてください。ストップウオッチ分針が1周回ります。 
ボタンBを押して、ストップウオッチ分針を0分の位置に合わせてください。ボタンBを押し
続けると、早送りします。 

 
　※ストップウオッチ分針は、0位置合わせの時のみ40分
目盛りを越えて1周します。修正中は目盛りのないと
ころにも針が進みます。0分位置に合わせてください。 

　※次に、ボタンAを2秒以上押すと、「ストップウオッチ
1/100秒針と1/10秒針」の「0位置合わせ」に戻ります。
「ボタンAを2秒以上押す」ことで、以下のような修正
順番で「0位置合わせ」が可能です。 

 

 
 
　⑥すべての合わせができたら、時報と同時にリュウズを押し込みます。 
　※時刻合わせは、電話の時報サービスTEL.117が便利です。 

1/100秒と1/10秒針 秒針 分針 

ボタンB

ボタンA

ストップウオッチ分針 
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・時刻合わせができてから、日付を合わせてください。 
・1ヶ月が31日でない＝小の月（2，4，6，9，11月）の翌月のはじめに、日付を合わせ直すときに行な
います。 
①りゅうずを１段目まで、引き出してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②りゅうずを右に回して、日付を合わせてください。 
※午後９時から午前１時までは日付を合わせないでください。この時間帯に合わせると、翌日になって
も日付が変わらないことがあるので、この時間帯外で日付を合わせてください。 
③合わせ終わったら、りゅうずを押し込んでください。 

日付の合わせかた 

1段目 

16

4本のストップウオッチ針（1/100秒、1/10秒、秒、分針）
で計測時間を読み取ります。 

特に、1/100秒針と1/10秒針の読みかたには、ご注意ください。 

左図は、「19」とよみます。 
1/100秒単位が大きな値の場合、
1/10秒針が次の目盛に近づくので、
「29」とは読まないでください。 

《10'12"82》 10分12秒82

ストップ 
ウオッチ 
秒針 

ストップ 
ウオッチ 
分針 

ストップ 
ウオッチ 
1/10秒針 

ストップウオッチ 
1/100秒針 

〈計測時間の読みかた〉 
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※1/100秒針と1/10秒針は、スタート後3分間は運針しますが、その後は00へとどまり、
ストップおよびスプリット操作があった場合、その計測時間を示します。再スタート
後およびスプリット解除後も、最大3分間は作動します。 

ストップウオッチの使いかた 

○1/100秒単位40分計のストップウオッチです。2時間作動後、自動的にストップ
します。 
○12時位置の1/10秒針、1/100秒針、センターの秒針と6時位置の分針で読み
取ります。 
○スプリット機能があります。 
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〈ストップウオッチ分針の動きについて〉 
・ストップウオッチ分針は40分までは、通常に運針します。 
・41分（および81分＝1時間21分）になると、1分目盛位置に戻り計測を続けます。 
・120分（2時間）経過で、ストップウオッチが自動停止しますので、最終的に下図の
位置で止まります。（再び使用する際には、ボタンＢでリセットしてください。） 

〈ストップウオッチ針の０位置について〉 
・ストップウオッチをリセットしても、ストップウオッチ針が０位置に戻らない場合、 
　０位置合わせが必要です。 
・ストップウオッチ針の０位置合わせは、基本時計の時刻合わせと同時に行ないます。 
　（→「時刻合わせ・ストップウオッチ針の０位置合わせ」を参照） 




